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             テ ーテ ーテ ーテ ー ママママ ：「 地 域 」 と 「 環 境 」 目目目目 的的的的 ： 学 生 自 ら が 積 極 的 に 地 域 の 問 題 に 取 り 組 み 、 そ の 過 程 で 学 生 の 大 学 間 研 究 交 流 を          通じて問題の地域性・共通性・普遍性・深遠性・特殊性を習得しながら、問題解決 の             た め の 思 考 鍛 錬 を 行 う と と も に 、 実 践 的 方 法 を 模 索 す る 。 実 施 方実 施 方実 施 方実 施 方 法法法法 ： ① 各大学の学生が、自主的に、それぞれの地域の課題に対して研究テーマを設定する。 ② 学生の大学間研究交流が可能なように、研究テーマをいくつかのグループに分け、それを 公表する。 ③ 研究の推進とメール等によるディスカッション及び教員によるアドバイスを行う。 ④ 研 究 発 表 会 を 開 催 し 、 研 究 成 果 を 公 刊 す る 。 応 募 要応 募 要応 募 要応 募 要 件件件件 ： 学 部 学 生  大 学 院 学 生  グ ル ー プ で の 応 募 歓 迎  * 学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険 に 加 入 し て い る こ と 。 選 考 基選 考 基選 考 基選 考 基 準準準準 ： 研究プロジェクトは、次の基準のいずれかに該当することが望ましい。  * 地域社会の活性化などにつなげることのできる「実践性」の高い研究であること。  * こ ん な 見 方 も あ る の か と 思 わ せ る 「 意 外 性 」 の 高 い 研 究 で あ る こ と 。   * こ れ ま で に み ら れ な か っ た 「 ユ ニ ー ク 性 」 の 高 い 研 究 で あ る こ と 。  * 学生交流が活発になり、相互理解とよりよい人間関係が築かれるもの。 研 究 期研 究 期研 究 期研 究 期 間間間間 ：2 0 0 6 年 ５ 月 ～ 2 0 0 7 年 １ 月 末 応応応応 募募募募 ：◇ 申 込 み 締 め 切 り ： 平成１８年４月２８日（金）   ◇ 提 出 先 ： 学務部学務課総務グループ（e-mail gm04@jimu.kochi-u.ac.jp ） ◇ 応 募 書 類 ： 様式１～５をフロッピー又は電子メール(添付ファイル)で提出する。             様 式 ６ は 、 用 紙 で 提 出 す る 。（ 詳 細 は 募 集 要 項 を 参 照 し て く だ さ い 。 ） 予予予予 算算算算    ：  1 件 1 0 万 円 ～ 3 0 万 円 程 度 採 択採 択採 択採 択 数数数数    ：  各 大 学 2 件 程 度 採 択 審採 択 審採 択 審採 択 審 査査査査    ：  ４ 大 学 間 教 育 ・ 研 究 交 流 連 絡 協 議 会 委 員 研究成果発表研究成果発表研究成果発表研究成果発表会会会会：  １．研 究 成 果 報 告 書 提 出  ・・・平 成 1 9 年 2 月 （ 電 子 媒 体 で 提 出 ）          ２．研 究 成 果 発 表 会    ・・・平 成 1 9 年 3 月                      発 表 者 は 当 番 大 学 （ 島 根 大 学 ） で 行 わ れ る 発 表 会 へ 出 席 す る 。          ３．優 秀 な プ ロ ジ ェ ク ト に は 、 ４ 大 学 長 連 名 の 優 秀 賞 及 び副 賞 (図 書 券 等 )が 授 与 さ れ る 。              尚，優秀プロジェクトの選考にあたっては，以下の観点を評価した上で行う。 ＊ テーマ・目的の趣旨に合っている（地域社会との関わりを持っている）。 ＊ 問題（課題）設定に独自性が感じられる。 ＊ 資料収集（調査）能力がある。 ＊ 問題（課題）解決のために手順や方法等を組み立てる能力又は改良・工夫する能力がある。 ＊ プレゼンテーション能力がある。        詳細については、担当係 学務部学務課総務グループ 844-8144 へお問い合わせください。  


